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メータオ・クリニック支援の会（ＪＡＭ） 

会報メール 第 126 号 

〔2021 年 6 月発行〕 

 
 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援いただき、誠にありがとうございます。  

JAM より、2021 年 6 月号の会報をお送りします。 

 

JAM は 2008年 3 月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を２カ月に一度、会報メールにて発信いたします。 

 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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現地（メソト）から 
【JAM現地派遣員 有高 奈々絵】 

 

メソトは 5月下旬から雨季に入り、徐々に厳しい暑さが和らいできました。マン

ゴーやドリアンの香りが町なかやメータオ・クリニックにも漂うようになり、初め

てこの時期をタイで迎える私にとって、鼻を打つドリアンの香りが雨季の訪れのイ

メージになりました。 

 

クーデターから 4か月が経過したミャンマーでは、メソトに本部のある政治犯支

援協会（Assistance Association for Political Prisoners）によると、クーデタ

ー以降 6月 10日までの死者は 860人、現在拘束されている人は 4,804人になりまし

た。ヤンゴンなど都市部では厳しい弾圧で大規模な抗議活動が抑え込まれたもの

の、監視をかいくぐって時折数分間だけのデモが行われ、また誰の犯行か不明な爆

発や火災が散発的に見られています。 

少数民族地域では 3月末以降現在も、国軍と各少数民族武装勢力との間で大規模

な衝突が繰り返されています。メータオ・クリニックのパートナー民族医療団体に

よると、カヤー州では空爆を含む無差別攻撃のため 5万人の国内避難民が発生、カ

チン州では 22,000人、チン州では 11,000人、モン州では 740 人が避難していると

推定されています。またカレン州の避難民は 61,860人と報告されており、6月 1日

にはミャワディ郡区 Palu村で国軍と民主カレン仏教徒軍（DKBA）の反国軍派との間

で戦闘が起きたため、一時 700人の住民がタイ側に逃れてきました。 

 

 
（ミャワディからメソト近郊の一時的シェルターに避難してきた人々。 

タイ当局管理下に置かれています。Myanmar Labor Newsより。） 
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メータオ・クリニックの現地ネットワークによると、彼らはメソト市街から 20 km

の Mae Konkenの一時的シェルターに滞在していましたが、幸い戦闘が速やかに収ま

ったため 1週間ほどで全員ミャンマー側に戻ったとのことです。タイ当局の規制の

ため支援団体はその地域に入れませんでしたが、メソトのミャンマーコミュニティ

からタイの村のリーダーに食料などの支援物資を送ったとのことです。 

 

 メソトからカレン州への支援物資の輸送については、特にメーホンソンでは戦闘

激化のためタイ当局が厳しく制限をしていますが、状況を見て少しずつ食料や医薬

品、外傷治療に必要な物品などの輸送を継続しています。また現在戦闘の激しいカ

ヤー州（旧カレンニー州、カレン州の北）へも、現地カレンニー族の協力を得て何

とか物資の輸送を開始しようとしているとのことです。 

 

  
写真（左）縫合糸、メス、ハサミなどの小外科セット 

写真（右）抗生物質、局所麻酔薬、降圧薬などの医薬品、体温計、注射針など 

（写真はどちらもメータオ・クリニックのパートナー民族医療団体より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真（左）外傷ケア部門の様子 

（メータオ・クリニックのパートナー民族医

療団体より） 
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一方カレン州の南に位置するダウェイでは、その地で 20年にわたり HIV/AIDSの

診療を担ってきた国境なき医師団のチームが、6月 8日に当局より活動停止を命じら

れたと発表しました。医療者や医療施設への攻撃、医療者の市民的不服従（Civil 

Disobedience Movement, CDM）によりミャンマーの多くの地域で医療体制はすでに

崩壊の危機に瀕していますが、この措置によりさらに医療へのアクセスが失われる

ことが懸念されます。 

 

 JAMはこれまで臨時会報などでご報告した通り、東ミャンマー緊急支援第一弾とし

て 72万円を 4月 20日に、また第二弾として 4月末までに皆様から頂いた 1,189,524

円のうち 100万円を 5月 29日に、メータオ・クリニックに送金いたしました。これ

らの支援金は上記の食糧や医薬品の購入・輸送費に充てられており、苦難の中にあ

るミャンマーの人々に確実に役立っています。現在も支援のお願いは続けており、5

月は 15名の方から 131,681円のご寄付をいただきました。改めて心より御礼申し上

げます。いただいたご寄付はまとまった額になり次第、4月末までの残額 189,524円

とともに第三弾として送金する予定です。ミャンマーの混乱は収束の目途が立た

ず、JAMはこれからも息の長い支援を続けていきますので、引き続きご支援のほど宜

しくお願い申し上げます。 

 
（ハンモックでおやつを食べている女の子） 

 

 クリニック内に目を向けると、4月に崩落した成人病棟の屋根は小児科病棟の屋根

と合わせ 5月までに葺き替えられ、新緑のような鮮やかな色に生まれ変わりまし

た。費用は成人病棟と小児病棟で 500,000THB（約 175万円）で、すでに地元の人々

からの寄付を中心に半分ほどが集まり、残りは日本財団などからの寄付で賄われる

予定です。今回崩落したのは成人病棟の屋根の二か所でしたが、他病棟でも同じこ

とが起きかねないため、新たに 250,000THBの目途が立ち次第、残る産婦人科病棟の

屋根も葺き替えるとのことです。 
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写真（左）メータオ・クリニックの屋根の修理の様子 

写真（右）暑いので、ペットボトルを放り投げてもらっています 

 

 

 また 5月末、雨季の前にクリニックのコミュニティヘルスチームがデング熱の予

防キャンペーンを行ったので、私も同行させてもらいました。ミャンマーコミュニ

ティのお宅を一軒ずつ訪問し、まずトイレや台所などの水回りにデング熱を媒介す

る蚊の幼虫（ボウフラ）がいないかチェックします。 

 

  
写真（左） 水槽にボウフラがいないか調べるスタッフ 

写真（右） 水槽の横にトイレがあります 
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そして住民にデング熱の予防策を説明しながら、貯水槽などに入れる幼虫駆除剤

を渡します。駆除剤は 3か月有効なので、3か月後の 9月にまたキャンペーンで訪問

しボウフラチェックの上、駆除剤を渡します。はっきりとしたデータはありません

が、2014年にこのキャンペーンを開始後、デング熱でクリニックを訪れる患者数は

減少しているようです。 

 

   
写真（左） ミャンマーコミュニティの家庭訪問 

写真（右） 庭の水瓶も調べます 

 

 初めて 20軒以上のお宅を訪問し、狭いながら手入れの行き届いたお宅や電化製品

にあふれたお宅、居間にいきなりバイクが置いてあるお宅などさまざまでしたが、

どこも子供が元気なこと、やはり多くのお宅にタナカや小さな仏壇があることが印

象的でした。風を通すため建物には多くの開口部があるので、蚊や蠅は侵入し放題

ですが、家の中で蚊を発生させないことや予防のための知識や意識が大切なのだろ

うと思います。 

 

私はビザやワクチンの関係で 6月上旬に一時帰国し、7月下旬に再渡航を予定して

います。帰国後とタイ入国後 14日ずつの隔離が必要など規制はありますが、望めば

安全に帰国あるいは入国できるということがどれほど恵まれているのか、ミャンマ

ーを見ているとつくづく思い知らされます。あなたの自由を私たちのために、とい

う言葉がありましたが、そのために何ができるのか、つらつら考えている隔離期間

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



ＪＡＭ会報 126 号 
2021 年 6 月発行 

 

シンシア先生からのメッセージ 

 
今回の緊急支援に関するシンシア院長から、お礼のメッセージが届いています。 
ミャンマーとタイ国境における現状についても述べられていますので、ぜひご覧く

ださい。 

 
 

こちらをクリック：https://www.youtube.com/watch?v=A18xQOQpCvA 
 

  

https://www.youtube.com/watch?v=A18xQOQpCvA
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国内から 

【JAM会員 池村幸一】 
 

皆さま、いつも JAMをご支援くださりありがとうございます。 

JAM3年目、気づけばイベント関係を担当するようになっている池村です。 

 

私の直近の大きな出来事は、5月半ばに職場の直属の上司（女性・48歳）が亡くなっ

たことです。コロナウイルスが原因ではありませんが、コロナで医療の逼迫がなかっ

たら適切な治療を受けることができて亡くならずに済んだかもしれません。どうか皆

さまにおかれましてもコロナに限らず気をつけて、お体を大切になさってください。 

 

話は変わりますが、2021年もミャンマー祭りの開催はなさそうです。グローバルフェ

スタも 6/10 時点で情報更新はありません。私の活躍する場がなくなり近頃は肩身が

狭いです。オンラインでも良いから開催して欲しいものです。 

 

JAMは今年 1月にオンラインでの報告会を開催いたしました。 

初の試みで不安要素も多々ありましたが、ご参加くださった皆さまから評価する声を

多く頂き大変励みになりました。この経験を次回の開催に繋げてゆきたいと思ってお

ります。 

 

オンライン報告会で始まった 2021 年は ICT 活用による JAM のデジタルトランスフォ

ーメーションの年にしたいと考えております。 

第一弾としてオンラインスタディーツアーを企画中です。ホームページの刷新も検討

中です。どちらも詳細は追ってご報告させていただきます。 

 

今後も様々な機会やツールを活用して、支援者の皆さまとのコミュニケーション促進

に努めてまいります。引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

ミャンマーの様子 

【JAM会員 Nishi】 

 

ミャンマーの最大都市ヤンゴンに在住する JAM会員の Nishiです。クーデターか

ら４ヶ月半が経った現在のミャンマーの様子をお伝えします。 
 
 ヤンゴンは、連日銃声が聞こえていた３月と比べると、緊張状態も解け、レスト

ランのお客さんや車の数などがかなり増えています。クーデター前と違うのは、町

中に散在する兵士や警官隊、そして早朝から銀行 ATMの前に並ぶ、現金を求める
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人々の長蛇の列。また時折、ゲリラ的にデモが行われたり（通行人のふりをして集

まり、数分間デモをやって解散するので「フラッシュモブ」と呼ばれています）、連

日のように市内で小さな爆弾による爆発が起きたりしています。 
 
地方では民主派と国軍との武力衝突や、国軍による空爆などが続き、全土で 15万

人もの避難民が発生しているという報道もあります。ヤンゴンの友人は「雨季のジ

ャングルで暮らす避難民を思うと、心が痛い。でも戦うのをやめたら軍の支配が始

まって、少数民族たちは 70年続いてきた内戦をまた続けなければいけない。私たち

は、そんな歴史を終わりにしたいから戦うんだ」と話していました。 

 

 医療は、あまり機能していません。クーデター直後に公立病院の多くの医療者が

CDM（市民的不服従：Civil Disobedience Movement）を開始し「軍政の元では働か

ない」と病院を去りました。ヤンゴンでは実に９割の医療者が CDMに参加したと言

われ、入院中だった患者さんたちも自主的に退院するなどして医療 CDMをサポート

しました。空っぽになった病院は軍に占拠され、軍医などによる診療が行われてい

ますが、専門医の不足などによりごく一部しか機能していないようです。 

 

４月以降は、軍が CDM医師の逮捕者リストを発表。リストに掲載された医師たち

は一定数、逮捕を免れるため病院に戻りました。しかし看護師や検査技師などがい

ないため医療は成り立たたず、手術なども再開していないそうです。５月末からは

コロナの患者も増え始めましたが、十分な医療資源も隔離施設もありません。それ

でも、民主派政府や市民は「もう医療 CDMはやめよう」とは言いません。CDMは市民

たちが軍政と非暴力で闘う、ほぼ唯一の手段だからです。 

 

 ６月からミャンマーは雨季に入りました。劣悪な環境で暮らす国内避難民たち

は、マラリアやデング熱など、深刻な健康被害のリスクにさらされます。JAMおよび

メータオ・クリニックを介した支援が、こうした人々の健康や命を支えています。 
 

  
 

写真（左）インド国境、チン州の病院でコロナの患者が急増している（ロイターより） 

写真（右）ヤンゴン市民は当局からの弾圧を恐れ、数分間だけ走りながら抗議（AP 通信より） 



ＪＡＭ会報 126 号 
2021 年 6 月発行 

 

【おまけ】２月の JAM会報で、ミャンマー軍事クーデターについての５枚のイラス

トを掲載しました。その後４月に、第２弾として「軍事クーデター後の市民の闘

い」と題したイラストを匿名で発表しました。ミャンマー情勢は、大国の意向も絡

んで複雑に見えるかもしれません。ですが実際は、不当に政権を奪った国軍に、市

民が抵抗を続けている、という単純な構図です。 

オリンピックやコロナワクチンで揺れる日本ですが、ミャンマーの現状も引き続

きウォッチしていただけると嬉しいです。 
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編集後記 
東南アジアで暮らす私は、毎年 5〜6月に体重が増えます。なぜならフルーツが美味

しい季節だから！ミャンマーで不動の人気を誇るのは、何と言っても国産マンゴー

「セインタロン」。1個 30円程度で買えるので、食べ放題の感覚でむさぼってしまう

こと請け合いです。5月は 40℃を超える暑さ、6月は毎日雨、と旅行には大変な季節

ですが、マンゴー好きの方にはベストシーズン！コロナが明けたら、ぜひ。 

 

次号の予定 
 

次号は、8月下旬ごろ配信の予定です。 

最新情報は、インスタ、ツイッター、ホームページでも、随時更新していきますので

ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 

 

メータオ・クリニック支援の会(JAM)の活動を支援して下さり、心より御礼を申し上

げます。JAMの活動は皆さまからの温かい寄付によって支えられ、院内感染予防活

動、移民学校での啓発活動など様々なプロジェクト・設備投資を実施しています。 

支援の輪が広がっていけるよう、どうぞ当会の Facebookもフォローして「いいね」

や「リツイート」で応援してください。 

 

当会では、都度の支援金の受け入れとともに、「1日 10円からの支援」を基本とし、

継続的なご支援をお願いする賛助会員制度を用意しております。 

【一般会員】3,650円/年   【学生会員】1,825円/年   【法人会員】36,500

円/年 

当会ホームページにアクセスしていただき、お申し込みフォームから会員登録のう

え、指定の口座へのお振込をしていただきますと、賛助会員として登録させていた

だきます。詳しくは当会ホームページをご覧ください。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会 

Japan Association for Mae Tao Clinic（JAM） 
 

日本事務局宛て 
E メール 

support@japanmaetao.org 

JAM ウェブサイト www.japanmaetao.org 

Facebook 
 

Japan Association for Mae Tao Clinic (JAM) で検索して下さい。 
https://www.facebook.com/JapanAssociationforMaeTaoClinic/ 

Instagram https://www.instagram.com/japan_association_maetaoclinic/ 

Twitter https://twitter.com/japanmaetao 

https://twitter.com/japanmaetao
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